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本年度の研究は 1)T群の subgrouping構造の解明.
2)個体の刑問移動脚荷の分析,3)餌場におけるT群の
行動解机 4)括生国作動を目的におこなわれた｡
しかし.52年6月 ;H群4頭の射殺.9月 ;T群2頚
(l風 土ボス)の射汲.Io月;沿河原全域に生息する20
戒の射殺許可.以後53年4月 ',Rl群10頭の捕拓,5月;
H群20頭の川辺許可S,研究そのものが続行不可能な状
況になってきている｡
箱根は全国でも数少い長期にわたって複数群の個体識
別がなされているフィー ルドである｡このような地域で,
ニホンザルの野外研究が防害されることは,こホンザル
の野外研究にとっての大きな損失である｡現在.全国各
地で.箱根と茄似した研究対象そのものが失なわれてい
く政祭が施行されている｡霊長類の研究を推進する上に
ち.日本各地のサルを絶域の危機から守らなければなら
ない｡特定地域の特定個休群の保護は,ニホンザルとい
う打のもつ r多様な百Jを餌祝するものである｡また.
安易な間引紬を考えている研死者には猛省を促す｡我国
に詔艮郊研死所が設立されているのにもかかわらず.孤
国田方の詔応対が日矧 こ絶域していく状況を申急に打破
していかなければ.こホンザルの野外研死は廿諮りにな
ってしまうのも遇い日のことではない｡
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